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③学校と家庭
の課題

05 その他

共働きの増加、核家族化により子ども達の安心
安全な居場所づくりが求められている。また、家
庭だけでは補えない様々な体験活動、学びを行
える場が必要とされている。

・社会福祉協議会やNPO団体などと協力し、月に1回程
度、外部団体を招いた教室を行う。
・月に1度行っている3者会議での話し合いにおいて、各
こども教室の内容をより共有するようにする。

木工教室やお茶教室等の開催や地元高校生との
交流会等、定期的に体験活動を実施しているが、
外部講師を招いた教室は少ないので、外部団体と
連携し、積極的に開催していきたい。

様々な体験を行うことで、児童が
体験できる機会を増やし、豊か
な学びに繋げる。

ひと月当たりの平均
体験教室 3 件 4 3

02　本
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目標値
を下回
り、取
組の工
夫・改
善が求
められ

る

指導者の高齢化による教室数の減少や地域連携の低下と
いう課題に直面しているものの、地域住民の方々が講師を
務める教室は、非常に有意義な交流の場として大きな成果
を上げている。この成功をさらに発展させるため、今後は地
域や外部団体との連携を一段と強化し、魅力的な体験教室
をより一層積極的に開催していきたい。

 https://www.town.kaiyo.lg.jp/docs/
2026080700010/

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。
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令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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